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  はじめに（神田外語大学 学長室 寺澤岳生・村田裕司） 

  本学は、学生の学修成果を把握し、エビデンスに基づく PDCAサイクルを強化するために、教育アセスメン 

  トとして 2016年度から大学 IRコンソーシアム加盟校共通の「学生アンケート調査」を行っています。現在 

  は、「新入生アンケート調査」、「学部在学生アンケート調査」、「卒業時アンケート調査」、「卒業生アンケート 

  調査（既卒生対象）」、「企業アンケート」を実施しています。本報告書では、これらアンケートの分析結果 

  （抜粋）とともに、MJIR（大学情報・機関調査研究会）での発表論文の要旨をご紹介いたします。 

 

  

          学生アンケート集計結果 

          － 2020・2021・2022・2023 －（抜粋） 

  

  

 卒業生アンケート 2023 

    集計結果（抜粋） 

  

  

          企業アンケート 2024年 2 月 

          集計結果（抜粋） 

  

  

 卒業時アンケート 2024年 3月 

    集計結果（抜粋） 

  

  

          新入生アンケート 2024 

          集計結果（抜粋） 

  

  

 大学情報・機関調査研究会 

    （MJIR）発表要旨 

  

  

          学長室 IR 推進チーム 

          主な業務・活動記録 

          （2023年度）  

神田外語大学 

ＩＲ年次報告書 2023 
Kanda University of International Studies 

Institutional Research Annual Report 

 

 Ｐ２ 

Ｐ１６ 

Ｐ１４ 

Ｐ１８ 

Ｐ２０ 

IR（Institutional Research）とは 

「客観的なデータ分析に基づいた大学に 

おける諸活動の効果検証及び、情報提供 

を通じた大学の意思決定又は業務の継続 

的改善を支援すること」（山形大学次世 

代形成・評価開発機構 IR部門 Webサイ 

トより）です。大学のなかで行われてい 

る様々な活動を客観的データに基づいて 

分析し、データと分析結果を共有するこ 

とで大学の PDCAサイクルを強化し、 

業務の改善につなげていく活動です。 

Ｐ２４ 

Ｐ３０ 
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神田外語大学 IR年次報告書 2023 

 

学生アンケート集計結果 －2020・2021・2022・2023 年度－（抜粋） 

 

●本学における共通学生アンケート実施状況 

 

 対     象：学部在学生 

 調 査 方 法：グーグルフォームを利用した Webアンケート 

 回答所要時間 ：約 18～20分 

 内     容：IRコンソーシアム共通の項目に、インターンシップや留学関係など、本学独自項目を追加 

        （授業経験、学習態度、週当たりの学習時間、入学後の能力変化、英語運用能力、大学生活へ 

         の適応、大学教育・施設への満足度等を調べる間接アセスメント調査） 

 

 

 

 

 

 

  

実施年度 2023年度 2022年度 

実施期間 9/6～11/1 9/7～11/2 

対象者数 4,106 4,170 

回答数 1,285 1,211 

回答率 31.3% 29.0% 

集計結果 

ＵＲＬ 

1年生結果 

http://bit.ly/480ysS1 

上級生(2～4年生)結果 

http://bit.ly/3v3SrAz 

1年生結果 

https://bit.ly/40uzhyo 

上級生(2～4年生)結果 

https://bit.ly/40aD6cf 

集計結果 

ＱＲコード 

1年生結果  上級生(2～4年生)結果 

                   

                   

                   

1年生結果  上級生(2～4年生)結果 
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神田外語大学 IR年次報告書 2023 

 

●大学 IRコンソーシアムについて 

 大学 IR コンソーシアム（以下、「コンソーシアム」）は、平成 21年度文部科学省「大学教育充実のための戦略

的大学連携支援プログラム」（GP）に採択された「相互評価に基づく学士課程教育質保証システムの創出―国公私

立 4 大学 IR ネットワーク」を基盤として、同プログラムの代表校である同志社大学、連携校の北海道大学、大

阪府立大学、甲南大学が中心となって、2011年度にコンソーシアム設置準備委員会を組織し、2012年 9 月 25日

に正式に発足した組織です。日本の高等教育における IR の必要性の広がりとともに会員校数が増加し、その社

会的責任も次第に大きくなってきたことから、2018年 4月には、一般社団法人に移行いたしました。 

現在では、全国の国公私立約 66大学が加盟しています。 

 コンソーシアムでは、教学評価体制の基幹をなす IR ネットワークシステムの運営を行い、情報の一元管理、

個別の大学での教育効果の測定および学生調査による連携大学間での「相互評価」の機能や機会を会員校に提供

しています。 

 

●共通学生アンケート調査について 

 共通学生アンケートは、大学 IR コンソーシアムが「学生調査」として設計したもので、授業経験や学習行動、

知識・能力の獲得状況、英語運用能力のレベル、大学教育に対する満足度といった学生の認知的・情緒的側面を

重視した調査項目で構成されています。大学 IR コンソーシアム会員校が共通のアンケートを継続して実施する

ことで、学生調査の結果を大学 IR コンソーシアム会員校全体と比較でき、各大学の特徴（強み、弱み）を見出

すことができます。 

 なお、本学では共通学生アンケートに独自項目を追加し、Web による回答で実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑ステッカーを貼って回答を促進しました。 

 

 

 

 

←学内ポータルにポスターを掲出してアンケート実施 

を周知しました。 

 

 

 

 

  

2023 
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神田外語大学 IR年次報告書 2023 

●共通学生アンケートの集計結果  － 2020・2021・2022・2023年度 －（抜粋） 

 

授業経験：実験、実習、フィールドワークなどを実施し、学生が体験的に学ぶ 

     ⇒1年生と上級生ともに 2020年のコロナ禍から回復傾向、2019年のコロナ前の水準に戻った。 

 

          ■まったくなかった ■あまりなかった ■ときどきあった ■ひんぱんにあった 

 

授業経験：教員が提出物に添削やコメントをつけて返却する 

     ⇒コロナ前の 2019年以前の状態に回復し、その後も良い状態を維持できている。 

 

          ■まったくなかった ■あまりなかった ■ときどきあった ■ひんぱんにあった 
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神田外語大学 IR年次報告書 2023 

 

授業経験：授業中に学生同士が議論をする 

     ⇒上級生は「ひんぱんにあった」が増加傾向。1年生は良い状態を維持し続けている。 

 

          ■まったくなかった ■あまりなかった ■ときどきあった ■ひんぱんにあった 

 

学習態度：授業時間外に、他の学生と一緒に勉強したり、授業内容を話したりした 

     ⇒2020年から 2021年にかけて 1年生は急回復。2020年から 2023年にかけて上年生も回復。 

 

          ■まったくしなかった ■あまりしなかった ■ときどきした ■ひんぱんにした 
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神田外語大学 IR年次報告書 2023 

学習態度：提出期限までに授業課題を完成できなかった 

     ⇒2020年から 2021年は、1年生は増加、上級生は変わらず。 

 

          ■ひんぱんにした ■ときどきした ■あまりしなかった ■まったくしなかった 

 

学習態度：授業に欠席した 

     ⇒1年生は 2020年からに増加傾向。上級生も 2021年以降から増加傾向。 

 

          ■ひんぱんにした ■ときどきした ■あまりしなかった ■まったくしなかった 

  



7 

 

神田外語大学 IR年次報告書 2023 

 

学習態度：授業に遅刻した 

     ⇒1年生は 2020年からに増加傾向。上級生も 2021年以降から増加傾向。 

 

          ■ひんぱんにした ■ときどきした ■あまりしなかった ■まったくしなかった 

 

学習態度：教員に親近感を感じた 

     ⇒1年生は 2020年から 2022年にかけて増加し、上級生も 2021年から 2022年に増加。その後維持。 

 

         ■まったくしなかった ■あまりしなかった ■ときどきした ■ひんぱんにした 
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神田外語大学 IR年次報告書 2023 

 

週あたりの活動時間：授業時間外に、授業課題や準備学習、復習をする 

     ⇒2021年以降は増加傾向、ほぼコロナ禍以前の水準に戻った。 

 

  ■全然ない■1時間未満■1～2時間■3～5時間■6～10時間■11～15時間■16～20時間■20時間以上 

 

週あたりの活動時間：部活動や同好会に参加する 

     ⇒2020年以降は、1年生は大幅に増加、上級生もコロナ禍以前に戻りつつある。 

 

  ■全然ない■1時間未満■1～2時間■3～5時間■6～10時間■11～15時間■16～20時間■20時間以上 
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神田外語大学 IR年次報告書 2023 

 

週あたりの活動時間：大学外でアルバイトや仕事をする 

     ⇒1年生はコロナ禍以前の水準にかなり近づいている。上級生はコロナ禍以前に戻りつつある。 

 
  ■全然ない■1時間未満■1～2時間■3～5時間■6～10時間■11～15時間■16～20時間■20時間以上 

 

週あたりの活動時間：個人的な趣味活動をする（テレビやゲーム、映画鑑賞など） 

     ⇒1年生はコロナ前に戻ってきた。上級生についてはコロナ後も同じ傾向。大きな変化はなし。 

 

  ■全然ない■1時間未満■1～2時間■3～5時間■6～10時間■11～15時間■16～20時間■20時間以上 
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神田外語大学 IR年次報告書 2023 

渡航経験 

   ⇒渡航経験について「まったくない」と回答した学生が増加傾向。 

 

     ■渡航したことはない■10日未満■10日以上 1ヵ月未満■1ヵ月以上 6ヵ月未満 ■6か月以上 

 

大学生活への適応：大学教員と顔見知りになる 

   ⇒コロナ禍以前の水準に回復し、7割近くが教員と顔見知りになったと感じている。 

 

■まったくうまくいかなかった ■あまりうまくいかなかった ■いくらかうまくいった ■とてもうまくい

った 
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神田外語大学 IR年次報告書 2023 

 

学生生活の充実度 

   ⇒1年生は V字回復し、上級生も回復。9割前後が充実している、まあまあ充実していると回答。 

 

        ■充実していない ■あまり充実していない ■まあまあ充実している ■充実している 

 

大学教育への満足度：授業の全体的な質 

     ⇒1年生は 2020年から 2021年にかけて、とても満足、満足が約 18％増加し、その後は減少傾向。 

      上級生も 2020年から 2023年にかけて約 14％増加。上級生は 4年間継続して増加傾向。 

 

          ■とても不満 ■不満 ■どちらでもない ■満足 ■とても満足 
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神田外語大学 IR年次報告書 2023 

 

大学教育への満足度：大学 IR コンソーシアム全体平均との比較（上級生：2～4年生） 

 

Q12.あなたは、本学の教育内容・環境にどれくらい満足していますか。 

  ⇒大学 IRコンソーシアム（上級生調査）の全体平均スコアより、「Ｊ．多様な考え方を認め合う雰囲気」、 

   「Ｋ．大学での経験全般」、「Ｈ．他の学生と話をする機会」などは高い値となっている。 

   一方、「Ｂ．ゼミ（演習）などの教育内容」は、全体平均スコアより低い値となっている。 

 

 Ａ．[上級生]専門教育あるいは所属学科の授業 

 Ｂ．[上級生]2年次生または 3年次生を対象としたゼミ（演習）などの教育内容※ 

  （※加盟校や自学で、ゼミ・演習などの未履修者は、どちらでもないを回答していると推定） 

 Ｃ．授業の全体的な質 

 Ｄ．日常生活と授業内容との関連 

 Ｅ．将来の仕事と授業内容の結びつき 

 Ｆ．教員と話をする機会 

 Ｇ．学習支援や個別の学習指導 

 Ｈ．他の学生と話をする機会 

 Ｉ．大学のなかでの学生同士の一体感 

 Ｊ．多様な考え方を認め合う雰囲気 

 Ｋ．大学での経験全般について 

 Ｌ．１つの授業を履修する学生数 

 

Q12.教育への満足度 

■ 2023 年 IRコンソーシアム加盟校全体、▲ 2023年自学 
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神田外語大学 IR年次報告書 2023 

 

高校 3年次の学習経験：インターネット上の情報が事実かどうか確認した。 

     ⇒2020 年から 2022 年は、ひんぱんにした、ときどきしたが増加。2023 年は 2020 年より約 3％減少。 

 

          ■まったくしなかった ■あまりしなかった ■ときどきした ■ひんぱんにした 

 

 

高校 3年次の学習経験：授業の予習や復習、宿題をした 

      ⇒2020年から 2022 年は減少傾向、2022年から 2023年は一転して増加。 

 

         ■まったくしなかった ■あまりしなかった ■ときどきした ■ひんぱんにした 

 

 

高校 3年時の学習経験：読書をした（マンガ・雑誌を除く） 

       ⇒2020年から 2022年は、ひんぱんにした、ときどきしたが増加傾向。2023年は維持。 

 

         ■まったくしなかった ■あまりしなかった ■ときどきした ■ひんぱんにした 
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神田外語大学 IR年次報告書 2023 

 

卒業生アンケート集計結果 －2023 年度－（抜粋） 

 

●本学における卒業生アンケート実施状況 

 

 期   間 ：2023年 12月 1日（金）～2024年 2月 22日（木） 

 対   象 ：卒業生 

 有効回答数 ：235件（2022 度 94件、2021年度 126件） 

 調査方法  ：グーグルフォームを利用した Webアンケート 

 回答所要時間：約 6分 

 内    容：IRコンソーシアム共通、満足度（教育・研究／学生生活）、大学卒業後の仕事について、 

        社会で求められる能力など。 

 

教育・研究の満足度 

   ⇒約 9割が満足（とても満足＋満足） 

 

          ■とても不満 ■不満 ■どちらでもない ■満足 ■とても満足 
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神田外語大学 IR年次報告書 2023 

 

生活全般の満足度 

   ⇒約 9割が満足（とても満足＋満足） 

 

          ■とても不満 ■不満 ■どちらでもない ■満足 ■とても満足 

 

外国語を使用して、会話や議論をする必要がある 

   ⇒約６割が外国語を使用して、会話や議論をする必要がある 

 

          ■いいえ ■はい ■無回答 
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神田外語大学 IR年次報告書 2023 

 

企業アンケート集計結果 －2024 年 1～2 月－（抜粋） 

 

●企業アンケートの実施状況 

 

 期   間 ：2024年 1月 17日（水）～2024年 2月 14日（水） 

 対   象 ：本学の会社説明会などに参加する企業・官公庁及びキャリタスに登録の企業 738社。 

 有効回答数 ：203件（2022 度 118件） 

 調査方法  ：グーグルフォームを利用した Webアンケート 

 回答所要時間：約 8分 

 内    容：入社時に必要とされる英語力や本学卒業生に対する企業の評価をアンケート調査した。 

 

 

（本学の会社説明会に参加した企業のうち）過去に神田外語大学の学生を採用したことはありますか 

   ⇒84％が採用という結果。 

 

          ■採用がない ■採用がある 

 

 

過去に採用した神田外語大学の学生にどのくらい満足していますか 

   ⇒2022年、2023年ともに、とても満足、満足が 95％前後。 

 

          ■NULL ■とても不満 ■不満 ■どちらでもない ■満足 ■とても満足 
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神田外語大学 IR年次報告書 2023 

 

身についていると思う能力：コミュニケーションの能力 

   ⇒とてもそう思う、そう思うが 91％前後（昨年に比べ 6.5％減少）。 

 

 ■NULL ■そう思わない ■あまりそう思わない ■どちらともいえない ■そう思う ■とてもそう思う 

 

 

身についていると思う能力：外国語の運用能力（英語） 

   ⇒とてもそう思う、そう思うが 77％前後（昨年に比べ 11％減少）。 

 

 ■NULL ■そう思わない ■あまりそう思わない ■どちらともいえない ■そう思う ■とてもそう思う 

 

 

身についていると思う能力：データの運用能力 

   ⇒とてもそう思う、そう思うが約 40％（昨年に比べ約 12％減少）。 

 

 ■NULL ■そう思わない ■あまりそう思わない ■どちらともいえない ■そう思う ■とてもそう思う 
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神田外語大学 IR年次報告書 2023 

 

過去に採用した神田外語大学の学生の印象（自由記述の回答に書かれたコメントから抽出） 

 ※ユーザーローカル AIテキストマイニングによる分析（ https://textmining.userlocal.jp/ ） 

 

   ワードクラウド 

    ⇒名詞は、語学力、コミュニケーション、積極性・主体的などが見られる、 

     動詞は、長ける、取り組むなどの順であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   共起ワード 

    ⇒コミュニケーション（能力、力）・高いなどとの関連、 

     周囲（周り）・巻き込む・取り組める・協力との関連が見られた。 
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神田外語大学 IR年次報告書 2023 

 

   AI要約（ChatGPT機能より引用）、ダイジェスト（5行まとめ） 

    ⇒主体性があり、社交的な印象です。 

コミュニケーション能力が高く、場を和ませてくれる。 

コミュニケーションが取れて積極的な印象です。 

頭脳明晰で異文化理解力が高く、語学力が堪能。 

主体的に周囲を巻き込みながら取り組める印象です。 

 

   文章要約 

    ⇒真面目で誠実な印象を持つ学生や社会人が多く、異文化への理解やコミュニケーション能力が 

高い人材が多い印象です。特に社会課題への興味や行動力が高く、マーケティングやテクノロ 

ジーへの理解も深い人材が育っていると感じられます。また、コミュニケーション能力やリー 

ダーシップ力があり、協力して業務を進める姿勢が強い人材が多いという印象を受けました。 

語学力や行動力も高く、チャレンジ精神やポジティブな考え方を持つ人材が多いようです。 
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神田外語大学 IR年次報告書 2023 

 

卒業時アンケート集計結果 －2024 年 3 月－（抜粋） 

 

●本学における卒業時アンケート実施状況 

 

 期   間 ：2024年 3月 20日（水）～2024年 3月 26日（火） 

 対   象 ：学部の卒業時学生 

 有効回答数 ：339件、回答率 36.2%、3月卒業者数 936名。 

（2022年度：720件、回答率 77.2％、3月卒業者数 933名） 

 調査方法  ：グーグルフォームを利用した Webアンケート 

 回答所要時間：約 5分 

 内    容：ちば産学官連携プラットフォーム共通の項目に、卒業時の満足度等に本学独自項目を追加。 

 

 

授業に関する満足度 

   ⇒とても満足＋満足は90%前後。とても満足は増加傾向。 

 

        ■不満 ■どちらかといえば不満 ■どちらかといえば満足 ■満足 

 

 

学内施設の満足度 

   ⇒とても満足＋満足は 90%前後。とても満足は増加傾向。 

 

        ■不満 ■どちらかといえば不満 ■どちらかといえば満足 ■満足 
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神田外語大学 IR年次報告書 2023 

 

 

大学で力を入れたこと：大学の勉強（授業とその予習・復習・課題を含む） 

   ⇒毎年 85％前後が熱心に取り組んでいる（熱心に取り組んだ＋どちらかというと熱心に取り組んだ） 

 

     ■熱心に取り組まなかった ■どちらかというと熱心に取り組まなかった ■どちらともいえない 

     ■どちらかというと熱心に取り組んだ ■熱心に取り組んだ 

 

 

大学で力を入れたこと：就職活動 

   ⇒73％前後が熱心に取り組んだ＋どちらかというと熱心に取り組んだ、増加傾向。 
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神田外語大学 IR年次報告書 2023 

 

 

知り合いへの推奨度 

   ⇒NPSは20.6（9点または10点をつけた推奨者の合計42.8％から、0～6点の批判者の合計22.2％を減算） 

    参考：「NPSとは」https://www.nttcoms.com/service/nps/summary/ 
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神田外語大学 IR年次報告書 2023 

 

新入生アンケート集計結果 －2024 年度－（抜粋） 

 

●本学における新入生アンケート実施状況 

 

 期     間：2024年 3月 27日（水）～2024年 4月 10日（水） 

 対     象：学部の新 1年生（987名） 

 回  答  数：870件、回答率 88.1％ 

 調 査 方 法：グーグルフォームを利用した Webアンケート 

 回答所要時間 ：約 15分 

 内     容：入学時の学習や生活の状況を調査。 
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神田外語大学 IR年次報告書 2023 

 

 

大学情報・機関調査研究会（MJIR）発表要旨 

 

       大学情報・機関調査研究会（MJIR）研究集会において、本学のIR部門が発表しましたので、 

       その要旨をここに掲載いたします。 
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神田外語大学 IR年次報告書 2023 

 

第12回 大学情報・機関調査研究集会 

２０２３年１１月１７日、１８日、１９日 

会場：神田外語大学、またはオンライン 

神田外語大学における IR ファクトブックの企画と一部製作 

― Factbook、Data Lake、Google Sites Analytics、ChatGPT の活用 ― 

Planning and partial production of IR-Web Factbook at 

Kanda University of International Studies. 

― Use of Factbook, Data Lake, Google Sites, and Analytics, ChatGPT ― 
 

寺澤 岳生*（神田外語大学） 村田 裕司（神田外語大学） 

*terazawa@kanda.kuis.ac.jp 

 

抄録 

 神田外語大学では、2021 年に本学の教学 IR 分析基盤(データレイク)を整備し、2022 年には大学 IR ダッシュボードを構築した。そして、自学の教学 IR 活

動において定型的な可視化グラフについて半自動化(システム化)を実現することができた。一方、学外に対しての情報公表については、ファクトブックが未整

備であることなど課題がある。本発表では、中小規模大学における、費用を抑えた形で構築したウェブ・ファクトブックの企画や一部製作について経緯や手法、

気をつけた点などを実践報告する。 

 

キーワード：IRファクトブック,データレイク,グーグルサイト,大学機関調査 

 

1. 本発表の目的と課題 

 本発表では、一昨年は、教学 IR 分析基盤を設計・一部構築し、昨年は、教学 IR ダッシュボードの企画・導入して、大

学執行部の意思決定を支援する土台作りに取り組んだ[3]。その流れの中で、本発表は、学内だけでなく、学外のステー

クホルダーに対しても情報を公開する部分において、本学では企画や構築に試行錯誤しながら、新しく取り組んでおり、

今回はその実践的事例を発表する。また、過去の本研究会での発表では Google サイトを活用した IR ファクトブックの事

例は未だ少なく、IR に掛けられる予算の少ない中小規模の大学が、新たにファクトブックに取り組む際の具体的な内容を

情報共有する。 

神田外語大学（私立大学、中小規模、2 学部、学生数約 4,000 名）において、費用のかかる特注システムではなく、費用

を抑えた形での教育クラウド・パッケージシステムを活用した神田外語大学IR ファクトブック(K-Fact：KUIS IR Factbook)

の企画から製作について報告する。前述の K-Factは、グーグル合同会社が開発した教育クラウド・パッケージシステムの

グーグルサイトをプラットフォームとして採用した。K-Fact の内部では、Google Sheets が稼働し可視化グラフを作成して

いる。ChatGPT も活用している。 

近年、大学では公共性の高い教育機関として、社会に対する説明責任を果たすとともに、その教育の質を向上させる観

点から教育活動等の状況を公表することが求められており[1]、本学でも、大学公式ウェブサイトの情報公表ページにお

いて、学内外に学生数、収容定員充足率、教員数など各種大学データを適宜公表してきた。しかし、その公表の仕方に

ついては、単年度ごとに情報を掲載している、または、経年データであったとしても帳票形式で公表をしているケースがあ  
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り、必ずしも可視化はなされていない状況であった。一方、他大学の事例を見ると、図表の場合もあるがファクトブック形式

でデータがまとめられていることや、グラフでビジュアライズされており、より分かり易く情報が公表されていることが分かっ

た[2]。そこで、本学では未だ制作できていないファクトブックを、紙媒体の冊子ではなく電子的に実現し、また、中小規模

の大学であるので、できるだけ費用を抑えた形で作成することを検討した。 

 

2.神田外語大学の教学 IR部門 

 神田外語大学は、千葉県千葉市にある学生数約 4,000 名（女子：男子≒7：3）の中小規模の私立大学で、1987 年に開

学し今年で 36年目になり、現在は、2学部 5学科 9専攻の体制である。「言葉は世界をつなぐ平和の礎」という建学の精

神に基づき、国際社会の一員として世界に貢献する意欲と能力を持つ人材の育成に取り組んでいる。 

下記の図 1は、本学 IR部門のイメージ図であり、大学執行部の依頼に基づいたデータ提供、学内においては学生・教職

員への学生アンケートの実施や結果のフィードバックを行い、主に学外関係者においては卒業生アンケートの実施や今

回新規の KUIS FACTBOOKによる情報公開に取り組んでおり、また企業アンケートのトライアルも実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.神田外語大学 IR部門のイメージ 

 

3.神田外語大学における IRファクトブックの企画と制作 

 大学のファクトブックでは、学生数や収容定員、教員数やその年齢構成などをグラフィカルに表示する機能が必要であ

る。用途としては、その一部を大学公式ホームページにリンクし、学内外から見ることができるようにしている大学も多く存

在している。前述より本学の IR 部門は、執行部の意思決定を支援することを主たる目的としているが、IR ファクトブックに

よって学外への情報公表にも寄与していくことも大切であると考えている。 

 

3.1.準備（データの前処理）について 

 今回検討した IR ファクトブックは、大学が契約の Google サイトを使用する。本学が大学公式ウェブサイトの情報公表の

ホームページに掲載しているデータは、学内の各部門がそれぞれ管理しており、Excel のセルが結合された帳票形式の

データや PDF のデータ形式の場合もあり、現時点では本学では BI ツールの使用は難しいと考えた。KUIS データレイク

[4]には、それらの集計済みのデータを年度のフォルダに分けて経年で保管し、Google スプレッドシートを経由して、

Googleサイトにグラフを表示する仕組みで取り組んだ。 
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図 2.情報公表ホームページに記載されているデータの読込み 

 

なお、図 2 より、本学情報公表ページに掲載されている一部の PDF は、ChatGPT のプラグイン（Link Reader、Noteable

等）で読込み表や csvデータ化をしている。以下には、Googleサイトをファクトブックに利用する際のメリットとデメリットを記

す。 

◆メリット 

  集計済みのデータをスプレッドシート経由でグラフ表示できる。仮に粒度の細かい 1次データであっても集計済みのデ 

  ータと同様の仕組みで可視化できる。教職員に配布している Googleアカウントのアクセス権限で制御できる。Google  

  Analytics（グーグルアナリティクス）でウェブサイトのアクセス集計・分析も可能。 

◆デメリット 

  集計済みのデータであるので、学部学科ごとやデータの内訳毎のドリルダウンができない。PDFデータの場合には、自 

  動集計ができない（スプレッドシートに手作業でコピーが必要）。帳票形式のワイド型のデータが多く、縦長のロング型 

  のデータに変換する必要がある。 

 

 将来的には、BI システムを使用できる可能性はゼロではないが、現時点では、教員数や年齢区分などは各部門が 1次

情報を管理しており、自動化はまだ難しい状況となっている。（現状、教職員データの管理が複数の部門にまたがってお

り、Excel で管理しているケースもあり、今後、教職員データベース化がなされれば、システムからダウンロードできるように

なる可能性はある。） 

 

3.2.について 

 本件を進めるにあたっては、事前に、大学情報公表のページにデータを掲載している（1次情報を所持している）部門に

行き、Web 版ファクトブックの企画の説明と、情報の可視化掲載について、技術面だけでなく各部門とのコミュニケーション

も大切にし、できる限り丁寧に説明をして回った。具体的には、総務部には前年度や企画前、公開前など数回足を運び、

本事業の背景や目的、そして、使用するデータについて説明や意見交換を行った。過去のデータについても可能は範囲

での提供を依頼した。また、学生支援部や教務部からは、それぞれの項目について管轄があり、退学者、中退率は、遡っ

て退学などのケースがあることの指摘を受け、大学事務局が情報公表のホームページにデータを掲載する時期に合わせ

て、本ファクトブックも毎年更新していくことになった。 

 

3.3.制作について 

 大学 IR分析基盤は、図 3 より、データを入手する ETLツール（Extract Transform Load Tools）、データを蓄積する

統合データベース（DWH：Data Ware House）、データを分析する分析ソフトウェア（Data Analytics Software）などの構

築や運用が必要とされている[5]。本学の IRデータ分析基盤は、図 4 より、DWHには及ばないが、安価に簡単にデータを

一箇所にまとめることができるデータレイクを構築して運用している。  
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定型的なグラフや IRダッシュボードは、教務システムのデータベースから夜間バッチでデータをダウンロードし、分析ツー

ルの Tableauや IRダッシュボード IRQuA(イルカ)[6]を活用して可視化を行っている。IRファクトブックについては、IR部

門のスタッフが、毎年 5 月の学校基本調査の時期以降に、各部署や情報公表のページから Excel や PDF のデータを入

手し、年度のフォルダ名を付けてデータレイクに保管している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

          図 3 IR分析基盤の構成要素              図 4 データレイク方式による IR分析基盤 

          （図 3は、参考文献[5]より引用）             （図 4は、参考文献[3]より引用） 

 

本学の IRファクトブックでは、下記の要件を検討した。 

・要件 1：各部署が持っている情報公表のデータを経年で保管し Web上でグラフ化。 

・要件 2：費用を掛けずにできるだけ安価に実現。 

・要件 3：集計済みのデータ（Excel、PDF等）と粒度の細かいデータの両方に対応。 

・要件 4：作成したホームページのアクセス数や履歴を収集。 

・要件 5：ドメインやアカウントなどでアクセスを制限をする機能。 

 

 ここで Microsoft 365でも SharePointがありホームページを作成できたが、本学は学生、教職員に Gmailのアカウン

トを配布していることや Google ドライブを使用していることもあり、Google Workspaceの Sitesを活用することにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.IRファクトブックのスプレッドシート画面 

  

データレイク 

 
本学 IRの特色 

 
データカタログ 
レコードブック 

データ収集部 データ保管部 可視化表現部 

非定型なグラフ 

定型的なグラフ・ 

IR ファクトブック 

③データ入手 ⑤分析・表示 
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 仕組みとしては、情報公表をしているデータ（Excel、PDF 等）を一度、Google スプレッドシートに年度ごとに転記して元

データを作り、グラフ化して、Google サイトに引用する形で、可視化表現している。なお、集計済みの PDF ファイルについ

ては、Adobe 社の Acrobat を使用しても上手くデータ化して CSV ファイル等にダウンロードすることが難しかったので、PC

の画面のコピー＆ペースト等で適宜対応した。今後の課題としては、1 次データを入手することや、セル結合のないデー

タを入手するなど、部門間でのやり取りを密にして、データ収集面を充実させていきたい。図 5 はスプレッドシートの画面

例である。 

 図 6 には Google サイトの画面例を示す。画面右上には、インターネット上に公開／非公開を切り替えるボタンがあるの

で、編集中の場合や公開前の上長確認の際には公開しないように気をつけている。不測の事態やデータに不備があった

場合には、公開の停止をクリックすると一時的に非公開にすることができる。また、人形にプラスマークの他のユーザーと

共有ボタンを押すことで、共同編集者を設定することやアクセス制限を制御することができる。そして、歯車マークの設定

から、アナリティクス・メニューをクリックし、トラッキング ID を設定することで、Google Analyticsで、アクセス数やアクセス

履歴などのデータの入手や自動グラフ表示などを確認することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.IRファクトブックの Googleサイトの画面例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.IRファクトブックの Google Analyticsの画面例 
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 図 7 には、Google アナリティクスの画面例を示す。Google Analytics では、IR ファクトブックのアクセス数の収集だけ

でなく、日にちごとのグラフ化や分析情報をクリックすることで、各種の切り口でデータを表示することができる。また、ネット

ワークアドレスごとになるが、アクセスロケーションを Googleマップ上に図示することもできる。 

 

3.4.活用について 

 閲覧対象としては、学内外から大学の情報公表のホームページにアクセスしてくるユーザーを想定している。今までは、

情報公表のページには、文字や数字、表形式で掲載していたが、グラフィカルに表示することや経年で見ることができる

ようになったことで、大学の状況をよりイメージし易い形で情報提供が可能となった。アクセス数は、1 週間で 15 ユーザー

程度と未だ少ないが、学長室内で閲覧しているユーザーからは必要な時に見ている、表で細かい数字を確認するよりは

分かり易くなった等の意見がある。図 8には、実際の公開画面の例を示す。情報公表のホームページの上部最初にリンク

ボタンを設置した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8.IRファクトブックの公開画面例 

 

4.おわりに 

 今回の発表では、中小規模大学の IR ファクトブックの企画から一部制作までの一連の流れを比較的安価に容易に実

現できるように、そのフェーズごとに気をつけている点を実践報告した。また、セミナーでも具体的に語られることが少ない

データの前処理やアクセスデータの収集や分析などの実務的な面で気をつけている点も合わせて情報共有した。 
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神田外語大学 IR年次報告書 2023 

 

神田外語大学 学長室 IR 推進チームの目的・活動内容（職務分掌） 

 

目的 

 神田外語大学の運営上の意思決定および計画立案をサポートする。 

 

職務（概要） 

 支援に必要な情報の収集・分析・提供・保管を行う。 

 

 

イメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 

 ※大学 IR部門は、意思決定や計画立案までは行わない。（意思決定のための情報提供を目的としている） 

 ※大学 IR部門は、個別業務を支援するのではない。（個別業務のためのデータ提供が目的ではないため） 
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神田外語大学 IR年次報告書 2023 

神田外語大学 学長室 IR 推進チームの主な活動記録（部門の沿革） 

 

2020年度 

  4月、学長室 IR推進チームが設置（旧 IR推進室が学長室に統合） 

  5月、神田外語大学 IR分析基盤の検討開始 

  9月、大学執行部からの依頼に基づくデータ提供の開始（不定期） 

 12月、卒業生アンケート本番実施 

 

2021年度 

  4月、入学時アンケート本番実施 

  7月、神田外語大学 IR分析基盤構築（KUISデータレイク） 

 12月、オープンバッジ・ネットワーク協会に加盟（KUIS オープンバッジ・アドミニストレーター） 

  3月、卒業時アンケート共通調査を開始（ちば産学官連携プラットフォーム） 

 

2022年度 

 10月、神田外語大学 IRダッシュボード KID正式運用開始（ヴェルク株式会社 IRQuA:イルカ採用） 

 12月、オープンバッジ発行開始（KUISグローバルアンバサダー35名） 

  2月、企業アンケート試行調査開始 

  3月、KUIS ファクトブック K-Fact構築 

 

2023年度 

  9月、教学アセスメント部会（新設）参加開始 

  9月、質保証・質向上員会（定例化）参加開始 

 11月、KUIS IRダッシュボード KID入試機能の正式運用開始（VELC株 IRQuA）、 

    大学執行部メンバーへの説明会を開催 
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神田外語大学 学長室 IR 推進チームの年間スケジュール（2023 年度） 

※年間を通じて、大学執行部会議に、IRデータを報告・提供しています。 

４月 

 新入生アンケート実施（A&C部、学長室で協働） 

 前年度卒業時アンケート結果集計・分析作業 

 全学業務：入学式業務、誘導 

 

 

１０月 

 大学執行部向け IRダッシュボード説明会 

 ファクトブック当該年度分の公開 

 全学業務：入試業務、試験監督 

 学外発表：大学 IRコンソーシアム講演会(寺澤) 

 教学アセスメント部会（２回） 

５月 

 大学 IRコンソーシアム IRiS システムの前年度 

 「学生情報データ」（5月）登録作業 

 IRコンソーシアム 選挙管理委員(寺澤) 

 THE世界大学ランキング結果分析ミーティング 

 

１１月 

 在学生アンケート回答者への御礼 

 MJIR発表（寺澤、村田） 

 文部科学省全国学生調査（試行調査） 

 全学業務：入試業務、試験監督 

 

６月 

 大学 IRコンソーシアム 定時正会員総会出席 

 前年度卒業生アンケート結果集計・分析作業 

 IRダッシュボード IRQuAデータ抽出作業 

 KUIS IR分析基盤システム年度データ加工作業 

 

１２月 

 卒業生アンケート調査実施 

 全学業務：入試業務、試験監督 

 教学アセスメント部会 

７月 

 THE日本版学生アンケート実施（7月～10月） 

 THE世界大学ランキング日本版学内説明会実施 

 教職員対象学生アンケート報告会実施 

 他部門協力：英語テストの写真照合・問題配布等 

 

 １月 

 次年度新入生アンケート A&C部と検討 

 企業アンケート設計 

 全学業務：入試業務、試験監督 

 教学アセスメント部会 

 

８月 

 在学生アンケート準備作業 

 KUIS ファクトブック（電子版）データ更新作業 

 

 

 ２月 

 企業アンケート実施 

 大学 IRコンソーシアム IRISシステム 2022年度「共 

通調査データ」（2月）登録作業 

 全学業務：入試業務、試験監督 

 教学アセスメント部会 

９月 

 全学教員連絡会で前年度アンケート結果抜粋報告 

 在学生アンケート調査実施（9月～11月） 

 私立大学等改革総合支援事業、教育の質に係る客観 

的指標（文科省）IR関係データの一部分を作成 

THE 世界大学ランキングデータ作成 

 質保証・質向上委員会 

 ３月 

 卒業時アンケート調査実施 

 新入生アンケート準備 

 THE世界大学ランキング結果(速報)資料作成 

 全学業務：卒業式業務、学位記 

 質保証・質向上委員会 
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神田外語大学 学長室 IR 推進チームの主な活動記録（2023 年度） 

 
 
【執行部、学長、理事長への報告事項】 
 ◆ 4月 19日(水)、執行部会議、KUISデータサイエンス・AI基礎教育プログラムにおけるオープンバッジ 
          の活用について陪席※神田外語大学オープンバッジ管理者として(寺澤) 
 ◆ 5月 24日(水)、執行部会議、学生アンケート調査の結果(速報)について(寺澤、村田) 
 ◆ 6月 21日(水)、大学評議会、新入生アンケート調査の結果について(村田) 
 ◆ 7月 5日(水)、執行部会議、入学前英語スコア報告(村田) 
 ◆ 9月 20日(水)、執行部会議、入試区分別英語スコア(村田) 
 ◆10月  4日(水)、執行部会議、教学 IR機関調査結果表(教学 IR検診結果票)(寺澤) 
 ◆11月 27日(月)、執行部会議、神田外語大学 IRダッシュボード新機能（入試機能）説明会(寺澤) 
 ◆2月上旬、理事長に報告、初めてのオープンバッジ発行を報告（KUISグローバルアンバサダー35名） 
 ◆3月上旬、学長より依頼、OpenAI社 ChatGPT、Microsoft社 Bingチャットの使い方を説明(寺澤) 
 
 
【学内への報告事項】 
 ◆ 4月 3日(月)、全学教員連絡回、THE日本版ランキング結果(速報)(村田) 
 ◆ 7月 5日(水)、学内 IR説明会、THE日本版ランキング分析結果報告(学長室主催、進研アド) 
 ◆ 8月 2日(水)、学内 IR説明会、在学生アンケート 概要説明(寺澤、村田) 
 ◆ 9月 6日(水)、全学教員連絡会、在学生アンケート ポイント説明(寺澤、村田) 
 
 
【学内の委員会】※2023年度より新設の質保証・質向上委員会と教学アセスメント部会に参画 
 ◆ 9月 7日(木)、質保証・質向上委員会（村田） 
 ◆10月 4日(水)、教学アセスメント部会（寺澤、村田） 
 ◆10月 25日(水)、教学アセスメント部会（寺澤、村田） 
 ◆12月 6日(水)、教学アセスメント部会（寺澤、村田） 
 ◆ 3月 7日(木)、質保証・質向上委員会（村田） 
 
 
【学外への報告発表、コンサルティング】 
 ◆ 4月 19日(水)、IRQuAで大学 IRの効率化とデータ活用を推進(寺澤、村田) 
 ◆ 5月 16日(火)、AI サービス「Senju」が神田外語大学 学生アンケートを自動分類(寺澤、村田) 
 ◆ 6月 2日(金)、神田外語大学が学生アンケート調査に自然言語処理 AIを活用(寺澤、村田) 
 ◆ 6月 16日(金)、AIによる働き方改革 学生アンケート調査に自然言語処理 AI を活用(寺澤、村田) 
 ◆ 7月 29日(土)、ChatGPT Pluginの紹介、Pythonで⾳声⽂字起こし(寺澤) 
 ◆10月 23日(月)、簡単にできる！学生アンケート結果の散布図を使った分析事例(寺澤) 
 ◆11月 17日（金）～19日(日)、大学情報・機関調査研究会 MJIR、 
         「神田外語大学における IRファクトブックの企画と一部製作」(寺澤、村田) 
 
 
【学外の委員会】 
 ◆ 4月 30日(月)、IRコンソーシアム、理事選挙業務(寺澤) 
 ◆ 5月 24日(水)、IRコンソーシアム、中期計画部会会議(寺澤) 
 ◆ 6月 22日(木)、IRコンソーシアム、総会受付業務(寺澤) 
 ◆ 6月 30日(金)、IRコンソーシアム、広報部会会議(寺澤) 
 ◆ 7月 13日(木)、IRコンソーシアム、中期計画部会会議(寺澤) 
 ◆ 7月 24日(月)、IRコンソーシアム、広報部会としてオンライン説明会：N大学(寺澤) 
 ◆ 9月 13日(水)、IRコンソーシアム、広報部会としてオンライン説明会：K大学(寺澤) 
 ◆11月 30日(木)、IRコンソーシアム、広報部会としてオンライン説明会：C大学(寺澤) 
 ◆12月 25日(月)、IRコンソーシアム、広報部会としてオンライン説明会：CK 大学(寺澤) 
 ◆ 1月 11日(木)、IRコンソーシアム、広報部会としてオンライン説明会：GI 大学(寺澤) 
 ◆ 2月 28日(水)、IRコンソーシアム、中期計画部会会議(寺澤) 
 
【来客、視察、講演会の開催、見学（KUIS IR部門）】 
 ◆今年度、来校者はありませんでした。 
 ◆3月 29日(金)文京学院大学 IR部門、情報システム部門を見学・意見交換（寺澤） 
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【学内外の委員、役員】 
 ◆一般社団法人 大学 IRコンソーシアム 選挙管理委員会  選挙管理委員（寺澤） 
 ◆一般社団法人 大学 IRコンソーシアム 中期計画検討部会 副部会長（寺澤） 
 ◆一般社団法人 大学 IRコンソーシアム 広報・ワークショップ部会 委員（寺澤） 
 （全国 66大学加盟の IR関係コンソーシアム）https://irnw.jp/ 
 ◆GPS-Academicラボ 委員（フェロー）（寺澤） 
 ◆神田外語大学 オープンバッチ管理者（寺澤） 
 
【研修、研究会、分科会、セミナー、シンポジウム参加】 
 ◆ 8月 4日(金)IRデータ可視化講習会(九州工業大学 大石先生、小樽商科大学 西出先生)(寺澤、村田) 
 ◆ 9月 5日(火)デザイン思考ワークショップ参加(寺澤)※法人本部より連絡あり 
 ◆10月 20日(金)山形大学 IR実務担当者実践プログラム・シンポジウム(寺澤)※開催地：山形大学出張 
 ◆11月 20日(月)よくわかる Access2019基礎【 Eラーニング 】(富士通株)(寺澤) 
 ◆12月 23日(土)大正大学 EMIR、大学 IRコンソーシアム合同シンポジウム(寺澤、村田) 
 ◆ 3月 6日(水)オープンバッジ・ネットワーク大学分科会(寺澤、村田) 
 ◆ 3月 16日(土)～17日(日)学習分析学会合宿(JASLA)(寺澤) 
 ◆ 5/27、7/29、10/7、11/18、3/23、日本 IR協会(JAIR)定例研究会 
 
【オープンバッジ発行（2022年度～）】 
 ◆ 2月 1日(木)、国際戦略部、KUISグローバルアンバサダー2023(KGA)修了証(42名) 
 ◆ 3月 1日(金)、学長室、KUISデータサイエンス・AI基礎教育プログラム 2023修了証(5名) 
 
【特記事項】 
 ◆ 8月、第 1回 AIプロンプトグランプリ 佳作 入賞（寺澤） 
 ◆10月、卒業生アンケートの改善案を企画（寺澤）※ギフト券配布の郵便追跡サービス提案、学報掲載案。 
 ◆10月、IRダッシュボード「IRQuA（イルカ）」の「データ定義書(追補版)」を作成。 
 ◆11月、IRダッシュボード「IRQuA（イルカ）」の「入試機能」を執行部メンバーに運用開始。 
 ◆ 2月、企業対象のアンケート調査の正式運用を開始。（昨年はトライアル） 
 
 
 
 
 
 
 

  

https://irnw.jp/
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【資料】 
 ◆「神田外語大学 IR年次報告書 PDF」、「教育条件、学生の状況等のグラフ」 
  ⇒神田外語大学 情報公表ホームページに掲載しています。 
 
   https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/main/about/announcement/ 
 
 
 
所在地 
 〒261-0014 千葉県千葉市美浜区若葉 1-4-1 神田外語大学 学長室 事務室 
 
 メール：officeir@kanda.kuis.ac.jp 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜学長室 IR推進チーム 体制（2020年 4月 1日より）＞ 
 シニアマネージャー・専任 村田 裕司 
 チーフ・専任 寺澤 岳生 
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